
第２学年 数学科 学習指導案 

中学校 第２学年 

 

１ 単元名 図形の性質と証明 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

本単元では、これまでに学習した平行線の性質、三角形の合同条件などを根拠として、演繹的に考

えることによって三角形や平行四辺形の性質や条件を考察し、図形についての理解を深めるとともに、

論理的に考察し、それを自分の言葉で他者に伝わりやすく表現する能力を養うことを大きなねらいと

している。 

ここでは、これまでに学習してきた平行線の性質を基にして、等積変形を学習する。 

 

（２）生徒観（一部省略） 

本学級の生徒は、授業の内容や課題に対して真剣に取り組む生徒が多い。ペアや班などでも自分の

意見をしっかりと伝えられる生徒もいる。一方で、考えてはいるが自分の意見を伝えることが苦手な

生徒や、あまり考えず人の意見をそのまま鵜呑みにする生徒もいる。学級全体としては、共に高まっ

ていこうとする雰囲気が感じられ充実した授業になるときと、落ち着きがなく自分勝手で私語などが

目立ち学ぼうとする雰囲気が感じられない授業になるときとの差がはげしい。このような波がありな

がらも、全体としてはよい関わりをしよう、高めあおうとする授業が多くなっている。（中略） 

（レディネステストやアンケートの結果から）既習事項である三角形の面積の求め方を理解できて

いない生徒も数名存在することがわかる。また、図形の学習は好きだが、筋道を立てて説明するとい

う学習に苦手意識をもっている生徒が多いことも分かる。しかし、仲間とのかかわりのよさや意義に

ついても理解している生徒は多く、より意欲を喚起する問題の設定や発問の工夫をすることで、主体

的に学ぼうとする生徒を育成したい。 

 

（３）指導観 

指導にあたっては、まずは本時の目標を的確に把握させ、全員に授業の見通しをもたせたい。そし

て、既習事項を利用して問題を解く個人の思考の時間を確保することで、必ず自分の考えをもたせた

い。考えるときに着目した三角形に色を塗らせたり、底辺や平行線に色をつけさせたりすることで説

明をするときの手掛かりとしたい。そのなかで、共通な底辺としてみる辺を変えていき、その底辺に

平行な線分上にある頂点に着目すればよいことに気付かせたい。また、自分の考えを自分なりの表現

で伝えあう活動を通して、理解をより確かなものとしていくとともに、論理的に思考し、自分の考え

をわかりやすく表現する能力を身につけさせることにもつなげたい。生徒が協同的な学びを通して、

本時の学習内容を理解できるように指導・支援を行っていきたい。 

 

３ 単元の指導計画 

（１）単元の目標 

平行線についての性質や三角形の合同条件を根拠にして、三角形や平行四辺形の性質を調べ、それ

らを活用することができるようにする。また、これらを通して、図形の論証に対して興味・関心をも

たせ、筋道を立てて考えようとする態度を身に付ける。そのために、 

ア 三角形の合同条件を使って、二等辺三角形の性質を証明し、図形の性質の調べ方を理解する。 

イ 直角三角形の合同条件を導き、その使い方を理解する。 

ウ 平行四辺形の性質や平行四辺形になる条件について理解する。 

エ 長方形、ひし形、正方形と平行四辺形の関係、平行線による等積変形などについて理解する。 

 

（２）生徒観 



 

（２）単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 

①三角形や平行四辺形

の性質などに関心をも

ち、それらについて調

べ、証明しようとしてい

る。 

 

②図形の性質の証明を

読むことに関心をもち、

新たな性質を見いだそ

うとしている。 

①二等辺三角形の性質

を調べ、証明することが

できる。 

 

②平行四辺形の性質や

平行四辺形になるため

の条件を調べ、証明する

ことができる。 

 

③図形の性質の証明を

読み、新たな性質を見い

だすことができる。 

①二等辺三角形の性質

や平行四辺形の性質、平

行四辺形になるための

条件などを記号を用い

て表したり、その意味を

読み取ったりすること

ができる。 

 

②三角形や平行四辺形

の性質の証明から、辺や

角の関係などを読み取

ることができる。 

 

③証明を読んで見いだ

した図形の性質を、記号

を用いて表すことがで

きる。 

①二等辺三角形の性質

を理解している。 

 

②直角三角形の合同条

件とその必要性を理解

している。 

 

③平行四辺形の性質や

平行四辺形になるため

の条件を理解している。 

 

④長方形、ひし形、正方

形、平行四辺形の関係な

どを理解している。 

 

⑤平行線による等積変

形について理解してい

る。 

 

 

（３）指導と評価の計画（全１９時間扱いの一部） 

 

第６次（１６時～１８時） 

◎： 指導 に生か すと とも に記 録し 、総 括に 用い る評 価    ○： 主に 指導 に生 かす評価 

時 学習内容 ねらい 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
関 見 技 知 

16 

平 行 線

と面積 

底辺が共通で、底辺

に平行な直線上に

頂点をもつ 2 つの

三角形の面積は等

しいことがわかる 

   ○ 

底辺が共通で、底辺に

平行な直線上に頂点

をもつ 2 つの三角形

の面積は等しいこと

がわかる 

観察 

ノート 

17 
 
本
時 

平行線を含む図形

に含まれる面積の

等しい三角形をみ

つけ、その根拠を説

明することができ

る 

 ○   

平行線を含む図形に

含まれる面積の等し

い三角形をみつける

ことができ、その根拠

を説明することがで

きる 

観察 
プリント 

18 

面積を変えずに図

形の形を変えるこ

とができる 

 ◎ ○  
平行線を利用して等積

変形することができる 
ノート 

「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善の
ための参考資料（H23.11 月 国立教育政策研究
所発行）を参考に、単元の評価規準を明確にし
て指導にあたることで、生徒の学習状況を判断
する際の目安が明らかになり、指導と評価を着
実に実施することにつながります。 



４ 本時の学習 

（１）本時目標 

協同的な学びを通して、面積の等しい三角形をみつけ、その根拠をみんなに説明することができ

る。【見方・考え方】 

（２）本時の評価 

評価の観点 十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する生徒への手立て 

見方・考え方 

面積の等しい三角形をす

べて見つけることがで

き、自分の言葉で相手に

説明ができる。 

面積の等しい三角形を

見つけることができ、共

通な底辺と平行な線分

に着目し相手に説明で

きる。 

どの三角形に着目しているの

か、共通な底辺はどこか、ど

こに平行線があるのか、など

を学びあいの中で確認してい

く。 

 

（３）準備 

   ・ワークシート４   ・確認問題ワークシート５   ・パソコン、プロジェクター 

 

（４）本時の学習活動の展開（主発問を□で囲む） 

学習活動 学習の流れと生徒の活動 評価及び生徒への支援 

１ 学習の構え 

 

 

２ 前時の復習 

 

 

３ 面積の等しい三角形を

見つける 

（教科書Ｐ143練習 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 個人で思考する 

 

 

 

 

 

 

５ 班で深める 

 

 

 

 

 

○本時の流れを知る 

 

 

○ペアで、面積の等しい三角形を確認し、そ

の理由を説明する。 

  

○問題を解く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○面積の等しい三角形を見つける 

○どこに着目すればよいのかを明らかにする 

○面積の等しい三角形の見つけ方をまとめる 

 

 

 

 

○班で説明をしあい、面積の等しい三角形の 

見つけ方を確認する 

  

 

 

 

１ 学習のめあて、授業の流れ

について確認し、授業に対す

る生徒の構えをつくる。 

２ 「共通な底辺」、その辺に

「平行」というキーワードを

おさえる 

◇面積の等しい三角形を見つけ

る方法を、着目する視点を明

らかにして説明することがで

きる。【見方・考え方】（観

察） 

 

 

 

 

 

 

 

◆三角形、共通な底辺、平行線

という着目すべき具体的な視

点を確認する。 

◆共通な底辺に印をつける。 

◆面積の等しい三角形を１つ提

示して、その理由を考えさせ

る。 

◆面積の等しい三角形を順番に

提示して、その理由を考えさ

せる。 

 

 

 

問 四角形ＡＢＣＤは平行四辺形で、 

ＥＦ//ＢＤである。このとき、 

△ＡＢＥと面積の同じ三角形をすべ 

て見つけよ。また、その見つけ方を 

説明せよ。 

 

１０の視点⑥ 

個人思考で自分の考えを整理した後、班で説明し合う場を設定しています。面積が等しい三

角形を順番に提示して、その理由を考えさせることで、「視点を変えればよい」ことを生徒自身

が気づくよう支援しています。 

１０の視点① 

既習事項をもとに、図形の見方

（底辺の位置）を変えることで解決で

きる課題を設定し、生徒の関心・意欲

を喚起する工夫があります。 



６ 全体で共有する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 確認問題を行う 

 

 

 

 

８ ワークシートに本時の

自己評価を記入し、学習を

振り返る 

 

○見つけ方を全体で確認した後、その考え方

をペアで説明しあう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習内容を利用し、問題を解く 

 

 

 

 

○本時の学習を振り返り自己評価をする 

 

 

６ 共通な底辺としてみる辺を

変えていき、その底辺に平行

な線分上にある頂点に着目す

ればよいことを確認する。 

 

◆動画を利用し、説明してきた

ことを視覚で確認させる 

       【ＩＣＴ活用】 

 

 

 

 

 

◇2 個目の面積の等しい三角形

が見つけられているかどうか

を確認する。【見方・考え方】

（観察） 

 

◇「学習のめあて」に対する自

己評価【見方・考え方】（ワー

クシート）     

 

 

【改善】 

自分のイメージとのズレの修正や次の問題を考える

手がかりとなるよう動画で確かめることにした。 

１０の視点⑧ 

単元ごとに指導計画や学習のめあてを示した自己評価ワークシートを

作成し、それを活用して毎時間振り返りを行います。単元を通して自分の

学習の深まりを実感し、次の学習の見通しを持つことができます。 

また、生徒の学習状況を適切に見とれるよう、授業中の観察と授業後に

教師が確認できるワークシートとを組み合わせて評価できるようにして

いる。 


